
 
 
 
 
４年 図工科 
 単元名「つくろう夢の建築 広がれ４白夢の町」 

指導者 石井 都 先生 
 ガウディが生きた世界に入り込んだかのような，魂の教室掲示。共感・協同の考え方を基盤とした，愛情いっぱ

いの学級風土。教材に惚れ込み，生き生きと活動する子どもの姿があちこちで見られました。 
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実践日 2015/06/16 

【石井先生コメント】 
本題材で，自分にとって意味ある知を想定した見方・考え方を育む授業構想により，身の回りの建物や世

界の文化遺産，あるいは，ガウディなどの建築家や芸術家について「図工のめがね（対象の見方）」をか

けて見つめ，自分にとっての意味を考え，表現に生かすようになりました。また，ガウディの「意味をも

って表現にこだわる」生き方に感受した子どもには，表したい物のためにとことんよさを追求する姿が見

られたように思います。  

The Futaka Spirit 

単元の課題から連続する本時の問題を共有 時間を忘れ，作品づくりに没頭する子どもたち 

【学習活動】 
１ 前時までに

学習したこと

を想起し，本

時の問題を確

認する。 
２ 材料の加工

方法や組み合

わせ方を工夫

して表し方を

考える。 
 
 
３ 全体交流に

より，表し方

のよさを話し

合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 友達の表現

から学んだこ

とを付箋に書

き，学んだ方

法を試しなが

ら表す。 
 
 
５ 本時のまと

めをする。 

友達の作品から表現のよさを感じ取る 多様な見方・考え方の表出 

学んだ方法を意味付け，吟味していく 新たな表現へ… 



本実践の主張点

自分に取って意味のある知と見方・考え方の明確化
これまでの教科提案により，「自分にとって意味のある知」を想定した単元構想の意義が明確にな

ってきた。教科学習における知識・理解・技能を超えたものを想定し指導と評価を行うことで，子ど
もは学びの時間と日常を切り分けて捉えるのではなく，授業と生活の中での学びが常に行き来するよ
うな状態に向かうことが明らかになってきたといえる。新たな授業構想の仕方を取り入れることで，
学習で学んだ見方を生活の中でも生かしながら物事を捉えたり，生活で身に付けた自分にとって意味
のある知を使いながら学びを再構成したりする姿につながることが期待される。本実践ではこの考え
方を受け，多様な見方・考え方が育まれる状況をつくるために，複数の題材を組み合わせて新たな題
材構想を行った。本提案の骨子について以下に述べる。
○ 図化工作科における自分にとって意味のある知
石井先生は，図画工作科における自分にとって意味のある知を，「育まれた見方（着眼点）で世の

中のものを見つめたときに，これまでに培った考え方（自分の経験や知識，他者の考えをつなぐ，比
べるなど）を使って，得ることのできる自分なりの解釈」であると置いている。そして，この知を育
むためには見方・考え方が豊かになる必要があるとして，以下のような授業づくりのしかけを行った。
○ 見方・考え方を育むための授業づくりのしかけ
【志向】（解決したい思いや願いを抱く）
ここでは題材との出合わせ方の工夫が行われた。まずは単元の導入に，子どもたちが教材のよさを

感じられるようにするために，ガウディの「サグラダ・ファミリア」を鑑賞する時間を設けた。その
個性豊かな作品の数々を目にした子どもたちは，作家や作品にあこがれをもち，つくってみたいとい
う願いを抱くようになった。題材の魅力に直接触れられるような環境設定をすることで，子どもは志
向性を高めていけるといえる。
【共感や協同】（目的の共有）
ここで見事なのは，個の作品が道によって友達の作品とつながり，１つの集合体を形成することを

共通理解したことである。個のものづくりが集合体の一つの意味をもつことの実感が伴うような課題
を設定したことで，子どもは共感点・協同的な視点をもちながら，みんなで作品をつくり上げようと
する意欲を高めていくことができた。
【有用】（子どもによる能動的な活動）
本実践では実生活で育まれる学びの価値を子ども自らが実感できるようにするために，子どもの姿

を具体的に見て取り価値付けることが大切にされている。日常の日記や会話などを巧みに広い，子ど
もの知が創造されている姿を捉えて価値付ける。そういった教師の支援の繰り返しによって子どもは
さらに能動的になり，学びの意味を実感していけるようになるのだと考える。
○ 複数の題材をつなぐ複合的な題材構想
本提案では，「立体に表す」の中の「粘土による立体題材」「粘土を主題剤とする題材」「芯材をも

とに粘土で表す題材」を関連させて一つの題材が構成されていた。これにより，共通のねらいをもつ
題材を複合的に扱うことや，教えるべきことを明確にして取り扱うことにより，考えをつなぎ，練り
上げる時間を確保することが可能になっていた。

質的転換点を明らかにした指導と評価を工夫する
○ 質的転換点を逃さない教師の姿勢
見方・考え方を育むためには，子どもの学びの過程に着目し，質的転換点を具体的に捉えていくこ

とが必要になる。石井実践では大きく，「質的転換点の明確化」「子どもの姿の具体的想定」「実際の
支援の在り方」について熟考していくことが大切であると述べられている。本提案で特に重点が置か
れていたのが本時レベルにおける発問・助言の吟味についてである。
○ 発問・助言の吟味
本時では図画工作科の本質に迫る発問や助言があちこちで行われていた。例えば，「どのようにす

るとその形が生まれたの」「さっきまでとどこが変わったの」といった，見る視点や表し方の違いに
着眼できるような発問や，「どこを面白いと感じているの，なるほど・・・だね」といった，着眼点
を言語化させ，自覚化を促すような声かけなどである。質的転換点を捉えた適切な指導となるよう，
主となる発問や助言を吟味しながら話すことが大切であると改めて感じることができた。

成果と課題
○ 必要な見方・考え方を明確にした上で，単元の課題を子どもと共有しながら進められていたこと
で，子どもが見通しをもち，主体的に問題解決に取り組めていた。

○ 共感・協同の意識が学級風土として根付いていることで，自然な関わりの姿につながっていた。
△ 教科の本質に基付いた年間レベルのものさしと，問題解決に寄与する単元レベルのものさしの，
それぞれの有効性について整理していく必要がある。

石井実践 【第４学年 図工科】
～ つくろう夢の建築 広がれ４白夢の町 ～

見方・考え方を育み，自分にとって意味のある知を創造するために
方策Ⅰ 自分にとって意味のある知を想定し,必要な見方・考え方を明確にした

授業を構想する。
方策Ⅱ 見方・考え方を育むために質的転換点を明らかにした指導と評価を

工夫する。


